

















































































 新書  
  日本語教育支援システム研究会 『CASTEL/J』の新書部分   
  104.8 万形態素 







  京都大学情報学研究科-ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所共同研究ユニットに 
よるブログ記事のデータ。 
  4 つのテーマ（京都観光、携帯電話、スポーツ、グルメ）のブログ記事をデータ化した 
もの。249 記事、4,186 文。10.4 万形態素 
会話  
  宇佐美まゆみほか『BTS（Basic Transcription System）による多言語話し言葉コーパ 

























                                                  
2 「はごろも」の文法項目は『日本語能力試験出題基準』『日本語文型辞典』『現代語複合辞用例
集』『日本語表現文型：用例中心・複合辞の意味と用法』『現代語の助詞・助動詞―用法と実例―』















































ことはできないが、約 90 万形態素の会話中の受身文 66 件に対し、約 100 万形態素の新書中のそ
れが 698 件ということから、新書での受身文の多さが読み取れる。 









本稿では会話・ブログ・新書においてガ格名詞がどのようになっているか調べた。   









直接受け身 51 77.3% 35 16.5% 77 11.0%
直接受け身：




1 1.5% 6 2.8% 23 3.3%
間接受け身 3 4.5% 22 10.4% 38 5.4%
合計 66 100.0% 212 100.0% 698 100.0%
会話 ブログ 新書
私、私/人、
我々 56 84.8% 56 26.4% 24 3.4%
それ以外 10 15.2% 156 73.6% 674 96.6%








表 2 は「私」あるいは｢我々｣を含む広い｢私｣関連の名詞の出現結果であるが、表 3 は｢私｣だけ
を選んだものである。個人的な｢私｣の視点で事態を述べている文は表 3 のような出現状況であっ
た。 



















 表 4 はガ格名詞が有情物であるか無情物であるかを調べたものである。これによると、会話は
90％が有情物を主語とする受身、新書は 90％近くが無情物を主語とする受身であることがわかる。
会話 ブログ 新書
私 55 83.3% 45 21.2% 14 2.0%
それ以外 11 16.7% 167 78.8% 684 98.0%
合計 66 100.0% 212 100.0% 698 100.0%
表3　ガ格名詞中の「私」の割合
会話 ブログ 新書
有情 58 87.9% 71 33.5% 96 13.8%
無情 8 12.1% 141 66.5% 602 86.2%













単文の出現状況は出現割合の高い会話でも 20％程度で、ブログ・新書は約 10％、複文が 80‐
90％となった3。会話の複文の割合 80％と比較すると、ブログ・新書では受身文は複文の割合が
やや高いといえるかもしれない。 
 複文中では、3 者とも従属節内の使用が 60‐70％と、文末より従属節内での使用が高い4。 
会話では「～って言われて。」「～って言われたんだけど。」「去年散々言われたし。」のように
「て」「し」などの従属節で言い終わる形式が多く見られた。表 5 はこれらを従属節内と分類し
た結果である。会話では従属節内の例 47 例中、従属節で言いさす文が 18 例であった。 
 前田(2011)は日本語教科書の受身の例文がどのような形で提示されているか調査した結果を以
下のように述べている。 
 日本語教科書 『みんなの日本語』82 例中単文末が 81 例、連体節末が 1 例 
 『教師と学習者のための日本語文型辞典』単文末 42％、連用節末 38％（pp.76-79） 
『文型辞典』は比較的現実の受身の使用状況と似ているが、初級の教科書は形を教えることに集




 単文 121 文（19.7％） 









単文 13 19.7% 21 9.9% 73 10.5%
複文 従属節 47 71.2% 149 70.3% 445 63.8%
複文末 6 9.1% 42 19.8% 179 25.6%
不明 0 0.0% 0 0.0% 1 0.1%











よる言い終わり」の 3 種類に分類した。 
 新書では表 5 の｢単文｣と｢複文末｣を合計した数が表 6 の「合計」にあたる。しかし、会話とブ
ログは表 5 の単文･複文末の合計とは異なっている。従属節で言い終わる形になっているものが
あり、それらを「従属節内による言い終わり」という文末の形として採用したためである。 













                                                  
5 前田(2011)では『みんなの日本語』の例文 82 例中文末が「た」の例は 60 例とのことである。 
表6　文末の形
会話 ブログ 新書
述語のみ 8 21.6% 42 55.3% 144 57.1%
補助動詞・モダリ
ティ・終助詞つき 11 29.7% 17 22.4% 108 42.9%
従属節による言い
終わり 18 48.6% 17 22.4% 0 0.0%































述語のみ（る） 4 10.8% 6 7.9% 53 21.0%
述語のみ（た） 4 10.8% 11 14.5% 15 6.0%
述語のみ（ている） 0 0.0% 19 25.0% 67 26.6%
述語のみ（ていた） 0 0.0% 6 7.9% 9 3.6%
補助動詞・モダリ
ティ・終助詞つき、 11 29.7% 17 22.4% 108 42.9%
従属節による言い
終わり 18 48.6% 17 22.4% 0 0.0%
































て。 12 のだ 8 のだ 35
のだ 5 てしまう 4 ことになる 17
けど。 4 ようだ 4 てしまう 7
たら。 3 だろう 2 なくてはならない 6
よ 3 らしい 2 からだ 5
し。 2 てくる 4













ように整理したものが表 9 である。 
会話は複文末の例が少なく 6 例しかないが、今回の会話では 80％以上が「言われる/言われた」
に前接する引用節であった。 
（29）絶対注意した方がいいよとかいって言われた。 (会話) 















連用節 1 16.7% 30 71.4% 120 67.0%
連体節 0 0.0% 5 11.9% 36 20.1%
引用節 5 83.3% 7 16.7% 11 6.1%
疑問節 0 0.0% 0 0.0% 12 6.7%
合計 6 100.0% 42 100.0% 179 100.0%
表9　受身が文末に来る文の従属節の種類
表10　連用節に使われる形
て 1 連用形 8 連用形 47
て 8 て 32
と 3 が 23
が 3 から 11
ので 3 ため 9
ば 2 と 8

































 従属節に受身が使われるのは、先行研究（日本語記述文法研究会 2009、前田 2011）で言われ
表11 従属節として使われる受身の節の種類
会話 ブログ 新書
連用節 40 85.1% 71 47.7% 205 46.1%
連体節 4 8.5% 73 49.0% 221 49.7%
引用節 2 4.3% 3 2.0% 12 2.7%
疑問節 1 2.1% 2 1.3% 7 1.6%

































て 21 て 15 連用形 56
から 3 連用形 14 て 29
と 2 が 5 が 26
けど 4 と 4 から 10
たら 3 ので 4 ば 10
ても 3 けど 4 ため 9
し 2 たら 4 ても 8
ば 1 ば 3 と 7












 しかし、表示されない理由は書き言葉と会話では異なっていた。表 1 で見たように、新書は行
為者不明の受身が多く、会話は直接受身が多い。新書では行為者を問う必要のない受身、行為者
を降格する受身が多いため、行為者が明示されない受身文が用いられる。 











 行為者を表現する際の格はどのようであるか、明示された行為者について調べた。  





明示 7 10.6% 32 15.1% 58 8.3%
非明示 59 89.4% 180 84.9% 640 91.7%
合計 66 100.0% 212 100.0% 698 100.0%
表14 行為者の表示法
会話 ブログ 新書
に 7 100.0% 23 71.9% 17 29.3%
によって 0 0.0% 0 0.0% 24 41.4%
から 0 0.0% 3 9.4% 8 13.8%
で 0 0.0% 6 18.8% 7 12.1%
の間で 0 0.0% 0 0.0% 2 3.4%

















































・ ブログ・新書では述語のみで終わる文は 55－60％で少ないとはいえない。 
・ ブログでの補助動詞・モダリティつきあるいは従属節による言い終わりは 45％であった。 






















































院地域文化研究科 21 世紀COE プロジェクト「言語運用を基盤とする言語情報学拠点」 
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